
民国で取り組む低コストな森林づくり
～月形町有林整備プランの実現に向けて～

空知森林管理署

【現状・課題・目的】 【平成30年度の取組結果・成果】

【今後の目標】低コストな森林づくりの普及と定着を目指す

《現状》
月形町有林に設定した官行造林が
平成31年度末で契約満了となる。
同町は町有林整備プランに従い、
約４割がカンバ主体の広葉樹林化
している林況を踏まえ、原植のカ
ラマツは更新伐再造林、広葉樹は
長伐期化による大径材生産をめざ
しているが、森林施業のノウハウ
と予算が不足している。

《課題》
町有林整備プランに基づいた森林
づくりを実現するために、国有林
が推進する低コストな森林づくり
の技術をアドバイスし、町の経費
負担削減を図る。

《目的》
低コストな森林づくりの技術を導
入することによって、町有林整備
プランにそった官行造林跡地の整
備を実現するとともに、これらの
技術の定着と向上によって町有林
の継続的な整備へと繋げる。

①今後の整備方法を決めるため調査結果を取りまとめ検討資料として提供

②打合せで検討事項を確認し整備方法案を提言 3月の町議会に向け内部検討を開始

広葉樹林化した林分

計画的な森林整備へ

【樹種別割合】

今後の取組で
目指すところ

町有林整備プランの実現に向けて、低コストな森林づくりの方法について具体的な
アドバイスをすることにより、計画的な町有林整備の一層の推進を目指す。


